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資料１ 市民講師への説明用資料 
 
 

図 24 講座企画のステップガイド 
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図 25 市民講師ｅポートフォリオ活用イメージ 
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資料２ 講座企画のための４つのワークシート 
 

図 26 チェックシート 
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　　講座テーマを見直してみましょう

　　対象とする受講者・参加者が明確か見直してみよう

　 ﾋﾝﾄ！

　　講座の進め方を見直してみよう

　 ﾋﾝﾄ！

　　教材や配布資料の見直しをしてみよう

　 ﾋﾝﾄ！

　　その他、チェックシートの「いいえ」について見直してみよう
講座の振り返りチェックシートで「いいえ」となった項目には改善すべき点があるかもしれません。

掲示板でのやりとりの中で学びを進める/スクーリングの前の事前準備としての教材/みんなで作る教材等いろいろな形

の教材が考えられます。

あなたの経験・持ち味・得意分野を生かしたテーマ/対象としている受講者・地域にニーズがあるテーマになっていま

すか？　講座の内容が伝わるテーマの付け方になっていますか？

対象とする受講者が明確に絞り込まれていますか？　テーマ、分野、ニーズに対して、どんな人に参加してほしいか、

できるだけ明確に想定してみてください。

・絞り込む―少数でも共感できる仲間をしっかり集める

・絞り込まない―広くゆるやかな関係で学び合う

無理のないスケジュールを立てていますか？/受講者とともに進める講座になっていますか？

・知識を得る(講義)/体験して納得する(体験)/一緒に考える(ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ)の組み合わせをどのようにするか。

・ネット(時間の融通)とスクーリング(場を共有)の組み合わせをどのようにするか。

わかりやすいテキストになっていますか？/著作権への対応は大丈夫ですか？/全部を教材でわかってもらおうとしてい

ませんか？そのために教材作成に追われていませんか？

さらに「よい講座」にするための工夫・改善点を考えてみましょう

（講座検討ワークシート）

 
 

図 27 講座検討ワークシート 
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　　講座テーマを見直してみましょう

 立山登拝を考える

　　対象とする受講者・参加者が明確か見直してみよう

　　講座の進め方を見直してみよう

　　教材や配布資料の見直しをしてみよう

　　その他、チェックシートの「いいえ」について見直してみよう

ふるさと富山の素晴らしい自然の一つに雄大な立山がある・・・古く、信仰の山として、成人の印として
立山登拝が行われてきた・・・この立山の自然や歴史に親しみながら、世代を超えた絆作りをテーマに講
座を企画した。ふるさと教育の振興に役立つテーマと考えています。

これまでの○○の経験を生かすことができたので○○をテーマにしたい。ただし○○には○○の掘り起こ
しが必要なので、関心を引き出すために「○○」というタイトルを付ける。

中学生以上シニア世代まで、テーマに関心のある仲間を広く集めたいが、そぼ分○○への対応も幅広くす
る必要がある。募集案内は、市民塾パンフレットのみならず、地域の公民館、学校などともコンタクトを
取って受講者を集めたい。

類似の講座が○○などで開催されているので、対象者を○○に絞込み、独自性を出したい。

最初に参加者の関心を掘り下げるために、初めは○○し、そのあと○○する。
ネットによる事前学習とスクーリングによる知識や体験学習への準備、立山登拝の体験学習を組み合わせ
た講座にしょうと思う。ネットによる事前学習用コンテンツはこれから準備。体験講座は夏休みくらいに
実施する予定。
一緒に学び合う場作りから始めるるために○○を工夫す、○○する。

立山登拝について、県民カレッジのビデオ教材などを参考にしようと思います。自分で作成すると言うよ
りも、既存の教材を活用しながら受講者ともども学習するという形を取りたいと思います。ネット学習で
はコンテンツの著作権についてわからないところもありますので事務局に支援して欲しいと思います。

掲示板でテーマについての意見交換と資料提供を呼びかけ、その内容をまとめて成果（＝教材）にした
い。難しい資料を無理に作るのではなく、専門家に相談する。

・進める上で○○が苦手なことが○○している背景にあることから、○○して苦手を克服したい。
・一人で進めるのではなく、○○できる協力者として参加していただく。

講座検討ワークシート
（記入例）

 
図 28 講座検討ワークシート記入例 
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その他

講座の進め方
開催パターン(ネット、
スクーリング、講義、
体験、ワークショップ
等の組み合わせ方)

対象者とそのニーズ

テーマとその背景

教材の用意
（何をいつまでに）

掲示板の活用

開催体制
協力者

講座設計書
講座検討ワークシートでの見直しをもとに、講座をどのように組み立
て開催するか設計します。

自身の満足度目標

 
図 29 講座設計書 
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※黄色の部分はWEB講座紹介ページや受講者募集パンフレットの原稿として使用します。

開講予定日 閉講予定日

講座紹介

160文字以内

講座の到達目標

（どのような講座に
なれば満足か）

受講対象者
（どのような人に対して

講座を開くのか）

受講者の到達目標

（最終的に受講者に

はどのように

なってほしいか）

ふりがな E-mail

講師氏名
または団体名

ＴＥＬ

講師プロフィール
(80字以内）

講座主催等

回
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
公開日※１

1

2

3

4

5

6

7

回
ｽｸｰﾘﾝｸﾞ

開催日※１

1

2

3

4

募集定員

受講料

受講上の注意

160文字以内

希望する掲示板名

備考

内　　　　　容

「インターネット市民塾」講座開講企画書

（主催者が講師と異なる場合、または後援、共催などはあればご記入ください。）

ス
ケ

ジ

ュ
ー

ル

開催の動機

（自分にとっ

てどのような

ことを期待す
るか）

親子/ライフアップ/ふるさと/ライフマネー/文化芸術/メディア/自然科学/

キャリアアップ/再チャレンジ/市民塾文庫/から１つ選んでください

（　　　　　　　　　　　　　）＊講座名と同じ場合、記入不要

募集期間 ～

スクーリング費用 受講料に含む /スクーリング費用別途（　　　　　　）円/1回円

名

カテゴリー

講座タイトル

内　　　　　容

 

図 30 講座開講企画書 
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資料３ 市民講師自己 PR シート 
 

図 31 市民講師自己 PR シート 
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図 32 市民講師自己 PR シート 
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資料４ 認定のための評価基準表 
 

 図 33 評価基準表 
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資料５ 自己 PR シート作成操作ガイド 

 
図 34 自己 PR シート作成操作ガイド 
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図 35 自己 PR シート作成操作ガイド 



13 
 

 

 
図 36 自己 PR シート作成操作ガイド 
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図 37 自己 PR シート作成操作ガイド 
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図 38 自己 PR シート作成操作ガイド 
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資料６ 評価結果 
表 3 採点結果（富山） 

 
 

 

表 4 採点結果（和歌山） 
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名
前

申
請

者
へ

の
コ

メ
ン

ト

市
民

講
師

1

・
1
年

目
の

IC
T
ふ

る
さ

と
学

習
推

進
員

養
成

講
座

を
積

極
的

に
受

講
さ

れ
た

○
○

さ
ん

主
宰

の
「○

○
講

座
」と

本
講

座
の

活
動

が
ま

す
ま

す
素

晴
ら

し
い

も
の

と
な

り
ま

す
よ

う
に

祈
り

ま
す

。
・
受

講
生

の
中

か
ら

幹
事

役
を

設
け

、
運

営
体

制
を

強
化

す
る

方
針

に
大

賛
成

で
す

。
受

講
者

に
役

割
を

も
っ

て
も

ら
う

こ
と

に
よ

っ
て

、
活

動
が

飛
躍

的
に

活
性

化
さ

れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
ま

す
。

○
○

の
大

切
さ

が
広

く
認

識
さ

れ
、

県
民

の
ふ

る
さ

と
学

習
に

大
き

く
貢

献
さ

れ
る

こ
と

を
願

っ
て

い
ま

す
。

・
ネ

ッ
ト

講
義

を
充

実
し

よ
う

と
充

実
し

た
教

材
作

り
を

行
っ

て
お

ら
れ

ま
す

。
博

物
館

の
講

座
イ

ベ
ン

ト
を

組
み

込
ま

れ
て

い
る

の
も

面
白

い
で

す
が

、
受

講
者

間
の

交
流

を
図

る
工

夫
を

も
っ

と
し

て
い

た
だ

け
た

ら
と

思
い

ま
す

。
・
す

で
に

何
回

か
講

座
を

実
施

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

経
験

か
ら

改
善

点
が

示
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
ま

だ
見

え
て

い
な

い
部

分
も

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

受
講

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
ど

の
よ

う
に

行
っ

て
い

く
か

、
特

に
ネ

ッ
ト

の
活

用
の

部
分

に
残

さ
れ

た
課

題
が

あ
る

よ
う

に
思

い
ま

す
。

是
非

継
続

し
な

が
ら

、
改

善
を

進
め

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
・
厳

し
い

評
価

に
な

り
ま

し
た

が
、

も
う

少
し

細
か

い
内

容
に

踏
み

込
ん

だ
分

析
と

、
対

応
策

が
あ

れ
ば

、
更

に
活

性
化

が
で

き
る

の
で

は
。

「仲
間

」
を

も
っ

と
重

要
視

し
て

、
協

働
に

踏
み

込
ん

だ
方

が
効

果
が

出
ま

す
。

市
民

講
師

2

・
こ

れ
ま

で
の

実
績

を
元

に
、

市
民

講
師

に
向

け
た

活
動

が
期

待
で

き
ま

す
。

若
い

方
に

も
ど

ん
ど

ん
参

加
い

た
だ

く
工

夫
も

欲
し

い
で

す
ね

。
・
○

○
さ

ん
の

培
っ

て
こ

ら
れ

た
様

々
な

ノ
ウ

ハ
ウ

を
他

の
方

に
伝

え
て

い
っ

て
い

た
だ

け
れ

ば
あ

り
が

た
い

と
思

い
ま

す
。

・
市

民
塾

講
師

を
増

や
し

て
い

く
た

め
の

実
践

的
な

講
座

で
あ

り
、

今
後

の
生

涯
学

習
社

会
を

支
え

る
一

つ
の

大
切

な
活

動
で

あ
る

と
思

い
ま

す
。

・
他

の
市

民
講

師
と

違
い

、
市

民
講

師
を

育
て

る
高

次
の

講
師

と
し

て
活

躍
し

て
お

ら
れ

る
。

○
○

の
経

験
も

あ
り

、
ほ

ぼ
Ａ

級
ク

ラ
ス

の
講

師
で

す
。

・
市

民
塾

の
講

座
開

設
に

つ
な

げ
る

た
め

の
ミ

ニ
講

師
体

験
と

い
う

貴
重

な
講

座
を

う
ま

く
実

施
し

て
い

た
だ

け
る

と
思

い
ま

す
。

ど
の

よ
う

に
新

し
い

参
加

者
を

巻
き

込
ん

で
い

く
か

が
こ

れ
か

ら
の

課
題

の
一

つ
か

と
思

い
ま

す
。

い
ろ

い
ろ

な
講

座
の

受
講

者
に

宣
伝

を
行

う
な

ど
、

ぜ
ひ

広
が

り
を

作
っ

て
い

っ
て

く
だ

さ
い

。
・
い

つ
も

感
心

し
て

い
ま

す
。

同
じ

よ
う

な
支

え
る

メ
ン

タ
―

が
も

っ
と

沢
山

育
つ

こ
と

を
祈

念
し

て
い

ま
す

。

市
民

講
師

3

・
多

く
の

○
○

の
経

験
を

自
分

流
に

工
夫

し
受

講
者

の
興

味
関

心
を

引
く
、

楽
し

い
講

座
と

し
て

期
待

で
き

ま
す

。
・
1
年

目
の

○
○

講
座

を
積

極
的

に
受

講
さ

れ
た

○
○

さ
ん

が
、

様
々

な
テ

ー
マ

で
講

座
を

開
催

し
て

い
ら

っ
し

ゃ
る

こ
と

に
敬

意
を

表
し

ま
す

・
海

外
旅

行
の

楽
し

み
方

の
奥

深
さ

が
伝

わ
っ

て
い

く
こ

と
が

十
分

期
待

で
き

ま
す

。
い

か
に

も
楽

し
い

講
座

で
す

ね
。

・
受

講
者

の
ニ

ー
ズ

も
○

○
と

な
る

と
多

様
だ

と
思

わ
れ

ま
す

。
○

○
を

目
標

に
す

る
の

が
一

つ
の

例
だ

と
し

て
、

他
に

も
ど

ん
な

目
標

を
掲

げ
て

旅
で

き
る

か
、

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

講
座

内
容

の
工

夫
や

、
○

○
か

ら
ど

ん
な

学
習

が
展

開
さ

れ
て

い
る

の
か

、
開

発
の

余
地

は
ま

だ
ま

だ
あ

り
ま

す
。

・
ご

自
身

が
楽

し
み

な
が

ら
講

座
を

展
開

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

よ
く
伝

わ
っ

て
き

ま
す

。
受

講
者

に
求

め
る

最
終

到
達

点
が

少
し

高
い

気
も

し
ま

す
が

、
講

座
の

中
で

受
講

者
同

士
で

仲
間

を
作

り
、

実
現

に
ま

で
つ

な
が

る
と

良
い

と
思

い
ま

す
。

そ
の

た
め

に
は

、
仲

間
づ

く
り

や
お

互
い

の
興

味
関

心
の

理
解

な
ど

の
取

り
組

み
を

も
っ

と
入

れ
て

い
く
と

良
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

・
お

持
ち

の
素

敵
な

も
の

を
、

少
し

だ
け

若
い

方
に

も
分

け
て

あ
げ

て
く
だ

さ
い

。

市
民

講
師

4

・
講

座
の

開
催

企
画

は
し

っ
か

り
し

て
い

て
実

現
可

能
性

が
高

い
が

、
ビ

ジ
ョ

ン
の

表
現

が
曖

昧
で

、
目

的
が

伝
わ

り
に

く
い

。
具

体
の

講
座

の
内

容
と

関
連

さ
せ

て
表

現
し

た
方

が
良

く
な

る
と

思
い

ま
す

。
・
○

○
の

講
座

が
ま

す
ま

す
素

晴
ら

し
い

も
の

と
な

る
よ

う
に

期
待

し
て

い
ま

す
。

・
○

○
Ｏ

Ｋ
の

ス
ク

ー
リ

ン
グ

で
○

○
を

実
践

さ
れ

る
こ

と
に

大
き

く
期

待
し

ま
す

。
人

と
人

と
の

つ
な

が
り

の
根

本
に

あ
る

問
題

を
解

決
し

て
い

か
れ

る
活

動
だ

と
思

い
ま

す
。

・
○

○
の

経
験

で
悩

ん
だ

と
い

う
点

で
、

○
○

中
人

が
一

番
望

む
の

は
交

流
の

場
だ

と
い

わ
れ

る
の

で
す

が
、

一
年

目
に

ネ
ッ

ト
だ

け
だ

っ
た

の
が

、
新

た
な

講
座

で
は

、
ス

ク
ー

リ
ン

グ
が

メ
イ

ン
に

な
っ

て
い

ま
す

。
そ

の
変

化
を

ふ
り

返
る

こ
と

が
重

要
だ

と
思

い
ま

す
。

同
時

に
、

ＩＴ
を

情
報

伝
達

の
場

だ
と

す
る

よ
り

、
ＩＴ

で
の

交
流

の
工

夫
も

重
要

で
す

。
・
さ

ま
ざ

ま
な

ツ
ー

ル
を

駆
使

し
て

講
座

が
組

み
立

て
ら

れ
て

い
ま

す
が

、
企

画
書

か
ら

は
少

し
読

み
取

れ
な

い
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

講
座

の
紹

介
あ

た
り

に
書

き
加

え
て

み
て

は
ど

う
で

し
ょ

う
か

。
受

講
者

が
受

講
イ

メ
ー

ジ
を

持
ち

や
す

く
な

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
・
仲

間
に

も
っ

と
手

伝
っ

て
も

ら
っ

て
、

活
動

す
れ

ば
も

っ
と

効
果

が
出

ま
す

。
ス

カ
イ

プ
の

利
活

用
な

ど
面

白
い

活
動

だ
と

思
い

ま
す

。
評

価
す

る
も

の
に

分
か

り
や

す
い

よ
う

に
、

詳
し

く
書

い
て

く
だ

さ
い

。
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名
前

申
請

者
へ

の
コ

メ
ン

ト

市
民

講
師

5

・講
座

開
講

に
む

け
た

学
習

内
容

の
工

夫
や

自
己

研
鑽

は
高

く
評

価
で

き
ま

す
。

地
域

に
根

ざ
し

た
活

動
に

な
る

よ
う

い
っ

そ
う

工
夫

し
て

ほ
し

い
で

す
。

・県
民

カ
レ

ッ
ジ

、
市

民
塾

等
の

講
座

で
活

躍
し

て
い

ら
っ

し
ゃ

る
○

○
氏

に
、

今
後

も
素

晴
ら

し
い

講
座

を
開

設
し

て
い

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

・越
中

各
地

の
○

○
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
に

よ
り

、
県

民
の

ふ
る

さ
と

理
解

と
愛

着
に

大
き

く
貢

献
す

る
こ

と
が

期
待

で
き

ま
す

。
・受

講
者

を
増

や
す

た
め

の
工

夫
が

必
要

で
す

。
特

に
知

識
を

一
方

的
に

伝
達

す
る

だ
け

で
な

く
、

受
講

者
の

学
習

意
欲

を
か

き
立

て
る

よ
う

な
内

容
に

変
え

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
テ

レ
ビ

の
『
戦

国
鍋

』や
歴

史
小

説
、

質
問

力
の

本
な

ど
を

参
考

に
工

夫
し

て
み

て
く
だ

さ
い

。
・「

地
域

の
活

力
・自

信
を

取
り

戻
す

き
っ

か
け

と
し

て
、

地
域

を
学

ぶ
」
と

い
う

動
機

が
と

て
も

良
い

と
思

い
ま

す
。

○
○

は
、

学
校

で
も

あ
ま

り
習

わ
な

い
部

分
で

、
実

は
よ

く
知

ら
な

い
と

い
う

人
も

多
い

か
ら

と
思

い
ま

す
。

○
○

な
ど

に
潜

ん
だ

歴
史

に
興

味
を

持
ち

、
学

び
の

成
果

が
次

の
学

び
の

材
料

と
し

て
蓄

積
し

、
広

が
っ

て
い

く
こ

と
を

期
待

し
て

い
ま

す
。

・一
方

通
行

の
講

義
に

見
え

ま
す

。
受

講
生

を
巻

き
込

ん
だ

講
座

を
強

化
し

て
く
だ

さ
い

。
共

に
地

域
を

元
気

に
し

ま
し

ょ
う

。

市
民

講
師

6

・講
座

の
企

画
書

が
な

い
の

で
、

開
催

講
座

の
具

体
的

な
こ

と
が

分
か

ら
ず

評
価

で
き

ま
せ

ん
。

ま
た

、
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

に
は

開
催

講
座

の
ア

ピ
ー

ル
ポ

イ
ン

ト
を

し
っ

か
り

書
か

な
い

と
受

講
者

に
ア

ピ
ー

ル
し

な
い

と
思

わ
れ

ま
す

。
・○

○
講

座
も

積
極

的
に

受
講

な
さ

っ
て

い
る

○
○

さ
ん

の
ご

活
躍

を
期

待
し

ま
す

。
・○

○
す

る
と

い
う

こ
と

に
大

き
な

意
義

を
見

出
さ

れ
た

こ
と

に
敬

意
を

表
し

ま
す

。
受

講
者

を
ど

ん
ど

ん
企

画
に

参
画

さ
せ

、
今

後
大

い
に

発
展

さ
れ

る
こ

と
を

願
っ

て
い

ま
す

。
・○

○
の

享
受

に
お

い
て

壁
に

ぶ
つ

か
っ

て
お

ら
れ

ま
す

。
そ

の
原

因
は

、
○

○
の

時
代

性
や

流
動

性
の

分
析

を
十

分
し

て
お

ら
れ

な
い

こ
と

に
あ

る
よ

う
思

い
ま

す
。

実
験

や
実

証
と

い
う

姿
勢

を
重

視
さ

れ
て

お
ら

れ
ま

す
か

ら
、

他
の

地
域

の
○

○
と

の
関

係
性

を
考

察
し

、
時

代
に

よ
る

変
化

を
考

察
し

○
○

の
過

程
を

考
察

し
て

い
く
こ

と
か

ら
、

壁
を

破
っ

て
い

け
る

よ
う

に
思

え
ま

す
。

同
時

に
、

受
講

者
と

の
交

流
、

ス
ク

ー
リ

ン
グ

で
の

対
話

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
行

う
こ

と
で

内
容

の
改

善
へ

の
道

が
開

け
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
受

講
者

と
と

も
に

学
ぶ

、
と

い
う

姿
勢

を
貫

い
て

く
だ

さ
い

。
・○

○
は

消
え

ゆ
く
文

化
で

あ
り

、
そ

の
記

録
を

残
す

こ
と

は
喫

緊
の

課
題

で
す

。
受

講
者

も
含

め
た

学
び

の
成

果
が

、
文

化
の

記
録

、
蓄

積
、

伝
承

に
つ

な
が

っ
て

い
く
と

、
よ

り
講

座
の

意
味

も
広

が
っ

て
い

く
と

思
い

ま
す

。
期

待
し

て
い

ま
す

。
・す

ば
ら

し
い

で
す

。
向

上
心

と
謙

虚
さ

に
思

わ
ず

我
が

身
を

振
り

返
り

ま
し

た
。

少
し

だ
け

、
仲

間
と

協
働

す
る

部
分

を
強

化
す

る
と

、
も

っ
と

上
手

く
い

く
と

感
じ

ま
し

た
。

市
民

講
師

7

・イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

の
配

信
が

２
回

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

内
容

か
記

述
が

な
い

の
で

わ
か

り
ま

せ
ん

。
１

回
の

ス
ク

ー
リ

ン
グ

で
意

見
交

換
の

よ
う

な
内

容
か

と
思

い
ま

す
が

、
学

習
へ

の
興

味
関

心
を

高
め

た
り

、
継

続
的

学
習

へ
の

配
慮

が
見

え
ま

せ
ん

。
も

う
少

し
、

講
座

の
狙

い
や

目
的

を
明

確
に

し
、

受
講

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
ど

の
よ

う
に

取
る

の
か

検
討

し
て

欲
し

い
で

す
。

・○
○

を
受

講
者

に
ま

ず
楽

し
ん

で
も

ら
う

と
い

う
目

標
が

素
晴

ら
し

い
で

す
。

・一
つ

の
地

域
の

○
○

に
対

す
る

愛
着

が
、

周
り

の
地

域
の

○
○

関
係

者
に

も
仲

間
入

り
を

進
め

広
が

り
を

求
め

て
い

く
姿

に
、

大
き

な
期

待
感

を
持

ち
ま

し
た

。
・非

常
に

よ
く
学

習
し

て
お

ら
れ

る
講

師
で

す
。

ま
た

、
目

標
が

は
っ

き
り

し
て

お
ら

れ
ま

す
。

○
○

の
学

習
を

通
じ

て
の

地
域

振
興

を
ＩＴ

を
使

っ
て

ど
う

す
る

か
で

す
が

、
そ

の
点

に
つ

い
て

の
企

画
が

不
十

分
で

す
。

ス
テ

ッ
プ

、
ス

テ
ッ

プ
の

企
画

が
十

分
で

な
い

と
、

講
座

の
成

果
も

不
十

分
に

な
り

ま
す

。
単

に
、

写
真

や
動

画
を

と
っ

て
お

し
ま

い
に

な
る

よ
う

な
講

座
で

は
な

く
、

学
習

の
成

果
を

ど
う

活
か

す
か

を
考

え
て

く
だ

さ
い

。
・受

講
者

の
到

達
目

標
が

少
し

イ
メ

ー
ジ

し
に

く
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。

○
○

の
歴

史
と

文
化

を
学

ぶ
こ

と
を

モ
デ

ル
と

し
て

、
自

ら
の

住
む

回
り

の
地

域
を

見
直

す
方

法
を

学
ぶ

と
い

う
こ

と
で

し
ょ

う
か

。
こ

の
あ

た
り

を
具

体
的

に
明

示
し

て
あ

げ
る

ほ
う

が
、

受
講

者
が

講
座

の
イ

メ
ー

ジ
を

持
ち

や
す

く
な

る
と

思
い

ま
す

。
・パ

ワ
ー

に
あ

ふ
れ

て
い

ま
す

。
仲

間
と

の
協

働
に

も
っ

と
ウ

エ
イ

ト
を

掛
け

て
頂

き
、

後
身

の
育

成
を

期
待

い
た

し
ま

す
。

市
民

講
師

8

・緻
密

な
企

画
書

で
か

つ
受

講
者

へ
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
と

高
く
評

価
し

ま
す

。
学

び
合

う
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
作

り
の

考
え

方
は

こ
れ

か
ら

の
地

域
活

性
化

に
向

け
て

重
要

な
視

点
だ

と
思

い
ま

す
。

・○
○

の
学

習
専

門
員

も
務

め
ら

れ
、

講
座

の
運

営
に

精
通

し
て

い
ら

っ
し

ゃ
る

こ
と

の
強

み
が

と
て

も
感

じ
ら

れ
て

講
座

が
楽

し
み

で
す

。
・コ

ン
テ

ン
ツ

を
見

直
さ

れ
た

こ
と

に
、

大
き

な
期

待
感

を
持

ち
ま

し
た

。
小

グ
ル

ー
プ

で
の

話
し

合
い

、
「
ふ

れ
あ

い
通

信
」
の

発
行

な
ど

、
活

動
が

今
後

大
き

く
発

展
し

て
い

か
れ

る
こ

と
に

期
待

し
ま

す
。

・自
ら

日
記

や
掲

示
板

を
通

し
て

、
受

講
者

と
の

交
流

を
深

め
て

い
き

た
い

と
書

い
て

お
ら

れ
な

が
ら

、
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
読

書
や

趣
味

等
の

欄
の

記
述

が
十

分
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
こ

う
し

た
記

録
が

み
ら

れ
ま

せ
ん

の
で

評
価

が
難

し
い

。
た

だ
、

経
歴

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

だ
け

は
十

分
で

す
。

講
座

企
画

書
が

な
い

た
め

、
そ

の
実

現
可

能
性

の
評

価
が

で
き

ま
せ

ん
。

・こ
れ

ま
で

の
子

ど
も

向
け

の
講

座
か

ら
、

対
象

を
大

き
く
変

更
し

、
中

高
年

向
け

講
座

と
し

て
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
よ

う
と

し
て

い
る

と
こ

ろ
に

期
待

し
た

い
と

お
も

い
ま

す
。

○
○

の
盛

ん
な

富
山

で
○

○
を

テ
ー

マ
に

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

も
何

ら
か

の
意

図
を

感
じ

る
が

、
こ

の
あ

た
り

を
少

し
講

座
募

集
の

と
こ

ろ
で

匂
わ

せ
る

と
、

受
講

者
の

興
味

関
心

を
引

く
か

も
し

れ
ま

せ
ん

ね
。

・素
晴

ら
し

い
経

歴
と

、
継

続
の

力
で

す
。

も
う

す
こ

し
だ

け
、

仲
間

と
の

協
働

部
分

を
多

く
す

る
と

広
が

り
ま

す
ね

。
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表 7 評価コメント 
名

前
申

請
者

へ
の

コ
メ

ン
ト

市
民

講
師

9

・
受

講
者

へ
の

配
慮

が
行

き
届

い
て

い
て

、
充

実
し

た
講

座
に

な
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
ま

す
。

た
だ

し
、

企
画

書
な

ど
具

体
の

資
料

が
な

い
の

で
評

価
で

き
な

い
部

分
も

あ
り

ま
す

。
・
全

体
的

に
き

ち
ん

と
記

述
さ

れ
て

い
て

、
今

後
の

活
躍

が
期

待
で

き
ま

す
。

・
○

○
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

方
法

を
多

く
の

方
が

身
に

つ
け

ら
れ

る
よ

う
、

工
夫

と
配

慮
が

う
か

が
え

、
今

後
の

活
動

が
大

い
に

期
待

で
き

ま
す

。
・
○

○
能

力
の

向
上

を
目

指
す

講
座

で
す

か
ら

、
ＩＣ

Ｔ
の

交
流

よ
り

、
ス

ク
ー

リ
ン

グ
に

重
点

を
置

い
て

い
る

よ
う

に
見

え
ま

す
が

、
E
m

a
ilの

活
用

、
ス

ク
ー

リ
ン

グ
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
法

の
説

明
等

、
学

習
法

の
工

夫
を

す
る

こ
と

で
も

っ
と

実
り

あ
る

内
容

に
す

る
可

能
性

は
十

分
あ

り
ま

す
。

・
ご

自
身

が
○

○
を

素
晴

ら
し

い
も

の
と

捉
え

て
い

る
が

、
受

講
者

に
は

「
素

晴
ら

し
い

」
と

言
っ

て
も

伝
わ

ら
な

い
可

能
性

も
あ

る
と

思
い

ま
す

。
こ

の
素

晴
ら

し
さ

を
ど

の
よ

う
に

砕
い

て
表

現
し

、
受

講
者

に
体

感
、

共
感

し
て

も
ら

え
る

か
を

十
分

に
考

え
る

こ
と

が
重

要
で

し
ょ

う
。

ぜ
ひ

頑
張

っ
て

、
良

い
講

座
に

育
て

て
く
だ

さ
い

。
・
ス

ク
ー

リ
ン

グ
で

は
、

「
座

学
」
で

は
な

い
と

思
っ

て
い

ま
す

が
、

具
体

的
に

表
現

し
て

く
だ

さ
い

。
今

と
て

も
必

要
と

さ
れ

て
い

る
講

座
だ

と
思

い
ま

す
。

市
民

講
師

1
0

・
○

○
等

、
自

ら
の

経
験

の
中

で
必

要
な

知
識

や
技

術
の

習
得

に
励

ま
れ

、
そ

の
成

果
を

社
会

に
活

か
そ

う
と

す
る

姿
勢

は
高

く
評

価
で

き
る

。
・
○

○
が

人
の

生
き

方
を

変
え

る
と

い
う

講
座

の
視

点
に

大
い

に
賛

同
し

ま
す

。
今

後
の

発
展

を
期

待
し

ま
す

。
・
富

山
県

は
○

○
が

多
く
、

○
○

の
パ

ワ
ー

で
支

え
ら

れ
て

い
る

分
野

が
多

い
よ

う
に

思
い

ま
す

。
そ

の
よ

う
な

方
々

の
力

に
な

っ
て

こ
ら

れ
た

○
○

さ
ん

が
今

後
益

々
活

躍
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
し

ま
す

。
・
基

本
が

し
っ

か
り

し
て

い
て

、
安

定
感

を
感

じ
ま

す
。

今
後

ＩＣ
Ｔ

の
利

活
用

を
強

化
し

て
、

効
果

が
あ

が
る

工
夫

を
期

待
し

ま
す

。
単

に
知

識
で

は
無

い
「
人

と
人

の
繋

が
り

」
「
連

携
」
を

重
点

項
目

と
し

て
活

動
を

す
る

こ
と

が
ポ

イ
ン

ト
。

そ
こ

を
も

っ
と

重
点

的
に

書
い

て
下

さ
い

。
・
○

○
が

、
生

活
の

中
の

他
の

活
動

や
人

間
の

心
理

な
ど

い
ろ

い
ろ

な
こ

と
に

影
響

を
及

ぼ
す

こ
と

を
十

分
理

解
し

て
お

ら
れ

る
方

で
す

。
た

だ
、

学
習

方
法

や
内

容
の

中
で

、
そ

の
教

授
内

容
を

活
か

し
な

が
ら

、
受

講
生

間
の

協
同

に
つ

な
げ

る
よ

う
な

工
夫

を
し

て
い

た
だ

け
る

と
も

っ
と

い
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。

・
ス

ク
ー

リ
ン

グ
が

中
心

の
講

座
設

計
は

良
い

が
、

せ
っ

か
く
な

の
で

、
う

ま
く
W

e
b
も

活
用

で
き

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

講
座

の
記

録
を

掲
載

し
て

い
く
だ

け
で

も
、

教
材

と
し

て
活

用
で

き
る

可
能

性
も

あ
る

か
と

思
い

ま
す

。

市
民

講
師

1
1

・
○

○
の

知
識

や
技

術
を

も
っ

て
、

○
○

の
魅

力
を

多
く
の

人
に

伝
え

た
い

と
い

う
思

い
は

高
く
評

価
で

き
る

。
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

幅
広

い
世

代
を

対
象

と
し

て
い

る
よ

う
に

見
え

る
が

、
親

子
、

小
学

生
等

対
象

を
絞

っ
て

の
講

座
、

世
代

間
交

流
も

考
慮

し
た

講
座

な
ど

、
対

象
を

限
定

し
て

の
講

座
企

画
も

面
白

い
の

で
は

。
・
受

講
者

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

て
○

○
を

○
○

の
方

へ
と

シ
フ

ト
さ

れ
る

改
善

方
針

を
出

さ
れ

た
こ

と
に

大
い

に
期

待
し

ま
す

。
・
○

○
さ

ん
が

開
催

し
て

こ
ら

れ
た

○
○

に
参

加
し

て
、

○
○

に
な

る
こ

と
を

志
し

た
子

ど
も

達
が

い
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
ね

。
今

後
も

市
民

講
師

と
し

て
素

晴
ら

し
い

活
動

を
続

け
て

く
だ

さ
い

。
・
講

座
回

数
は

長
く
多

い
が

、
受

講
者

と
は

す
れ

違
い

を
感

じ
る

。
「
参

加
型

・
協

働
」
を

基
盤

に
活

動
し

て
い

く
と

、
新

し
い

展
開

が
出

て
き

ま
す

。
・
○

○
の

魅
力

を
十

分
知

り
尽

く
し

て
お

ら
れ

ま
す

。
IT

を
活

用
し

な
が

ら
、

か
つ

地
元

の
施

設
と

の
連

携
を

行
い

、
○

○
の

講
師

と
し

て
は

、
十

分
な

資
格

を
お

持
ち

で
す

。
あ

え
て

い
え

ば
、

も
っ

と
○

○
が

持
つ

物
語

性
や

富
山

の
地

域
性

を
活

か
し

た
講

座
を

工
夫

し
て

い
た

だ
け

た
ら

と
思

い
ま

す
。
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名

前
申

請
者

へ
の

コ
メ

ン
ト

市
民

講
師

１

取
組

の
内

容
は

、
受

講
者

に
と

っ
て

分
か

り
や

す
く
、

興
味

を
持

っ
て

学
習

し
、

生
活

に
生

か
せ

る
も

の
に

な
っ

て
い

ま
す

。
講

座
や

指
導

の
展

開
を

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

で
具

体
的

に
示

す
こ

と
、

ま
た

活
動

の
成

果
の

把
握

の
仕

方
を

工
夫

す
る

こ
と

を
望

み
ま

す
。

「こ
れ

ぞ
地

域
」コ

ン
テ

ン
ツ

で
す

。
動

画
記

録
は

あ
ま

り
見

か
け

な
い

の
で

重
要

で
す

。
最

近
の

講
座

の
状

況
と

今
後

へ
の

取
り

組
み

を
期

待
し

ま
す

。

出
逢

っ
た

縁
を

大
切

に
活

動
さ

れ
て

い
く
中

で
、

そ
れ

ぞ
れ

の
皆

さ
ん

と
の

交
流

会
や

共
に

学
び

あ
う

機
会

を
創

出
さ

れ
る

と
も

っ
と

活
動

が
広

が
っ

て
い

く
と

感
じ

ま
し

た
。

チ
ラ

シ
が

と
て

も
印

象
的

で
良

か
っ

た
で

す
。

ず
っ

と
続

い
て

い
く
こ

と
を

期
待

し
て

い
ま

す
。

市
民

講
師

２

テ
ー

マ
や

内
容

は
、

今
日

的
な

課
題

に
マ

ッ
チ

し
た

も
の

で
、

さ
ま

ざ
ま

な
広

が
り

が
期

待
で

き
ま

す
。

た
だ

、
講

座
の

構
成

や
指

導
計

画
、

成
果

の
確

認
な

ど
が

具
体

的
に

示
さ

れ
て

い
な

い
た

め
に

評
価

が
低

く
な

り
ま

し
た

。
職

歴
や

特
技

を
拝

見
す

る
と

、
テ

ー
マ

、
内

容
と

も
に

ま
だ

ま
だ

興
味

深
い

展
開

が
可

能
だ

と
思

い
ま

す
。

素
晴

ら
し

い
ア

イ
デ

ア
と

、
地

道
な

地
域

活
動

を
高

く
評

価
し

ま
す

。
今

後
は

「
仲

間
と

連
携

」
し

て
、

地
域

活
動

を
更

に
伸

ば
す

こ
と

を
付

加
し

て
く
だ

さ
い

。

「○
○

」の
重

要
性

や
市

民
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

の
言

葉
が

あ
れ

ば
活

動
に

説
得

力
を

持
た

せ
る

こ
と

が
で

き
る

と
感

じ
ま

し
た

。
取

り
組

み
は

ど
ん

ど
ん

広
げ

て
ほ

し
い

と
感

じ
る

内
容

で
し

た
。

工
夫

を
凝

ら
し

て
、

進
め

て
い

っ
て

く
だ

さ
い

。

市
民

講
師

３

テ
ー

マ
（
ビ

ジ
ョ

ン
）
の

重
点

が
「○

○
」に

あ
る

の
か

「○
○

」に
あ

る
の

か
分

か
り

に
く
い

の
で

、
そ

の
こ

と
が

、
計

画
の

鮮
明

さ
を

損
な

う
原

因
に

な
っ

て
い

る
よ

う
に

思
わ

れ
ま

す
。

「○
○

問
題

に
向

き
合

っ
て

生
き

る
に

は
」と

い
っ

た
テ

ー
マ

の
立

て
方

も
あ

る
と

思
い

ま
す

が
･･

･･
。

精
力

的
に

課
題

解
決

に
向

け
た

活
動

を
し

て
い

ま
す

。
今

後
、

「
後

身
の

育
成

」
を

期
待

し
ま

す
。

ご
自

身
の

問
題

意
識

や
経

験
を

活
か

し
た

ク
オ

リ
テ

ィ
・オ

ブ
・
ラ

イ
フ

の
提

案
、

活
動

は
素

晴
ら

し
い

と
思

い
ま

す
。

も
う

少
し

、
他

者
と

の
つ

な
が

り
の

中
で

思
い

を
共

有
で

き
る

仕
組

み
な

ど
が

で
き

れ
ば

も
っ

と
良

い
と

思
い

ま
す

。

市
民

講
師

４

自
己

Ｐ
Ｒ

シ
ー

ト
が

「仮
」で

あ
る

た
め

、
十

分
に

記
載

さ
れ

て
い

な
い

と
思

わ
れ

ま
す

。
ね

ら
い

や
内

容
は

明
確

で
、

実
績

も
あ

る
は

ず
で

す
か

ら
、

記
載

内
容

を
改

善
し

て
く
だ

さ
い

。

客
観

的
に

、
ス

ッ
テ

ッ
プ

的
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
や

っ
て

い
る

内
容

は
素

晴
ら

し
い

で
す

。
受

講
者

や
、

仲
間

と
の

連
携

、
地

域
で

の
活

動
に

つ
い

て
、

積
極

的
に

推
進

し
て

く
だ

さ
い

。

「教
え

る
こ

と
は

学
ぶ

こ
と

」を
認

識
さ

れ
、

ご
自

身
の

学
び

の
場

と
な

っ
て

い
る

こ
と

は
よ

く
わ

か
り

ま
し

た
。

講
座

の
具

体
的

な
内

容
や

受
講

者
が

ど
の

よ
う

な
感

想
を

も
っ

た
か

と
い

う
こ

と
へ

の
配

慮
が

あ
る

と
も

っ
と

活
動

が
生

き
て

く
る

と
思

い
ま

す
。

市
民

講
師

５

講
師

と
し

て
の

実
績

は
十

分
あ

る
と

お
も

わ
れ

ま
す

の
で

、
市

民
講

座
と

し
て

の
計

画
、

進
め

方
等

を
具

体
的

に
示

さ
れ

る
こ

と
を

望
み

ま
す

。

自
身

が
得

た
知

識
は

し
っ

か
り

と
身

に
つ

い
て

い
ま

す
。

今
後

は
、

自
ら

が
創

造
的

に
、

課
題

解
決

を
生

み
出

す
エ

ン
ジ

ン
に

な
る

こ
と

を
期

待
し

ま
す

。
そ

し
て

、
「
仲

間
と

の
連

携
」
で

大
き

な
活

動
に

育
て

て
く
だ

さ
い

。

ご
本

人
の

気
づ

き
や

問
題

意
識

、
意

欲
の

あ
る

姿
勢

は
と

て
も

良
く
伝

わ
り

ま
し

た
。

受
講

さ
れ

た
方

々
の

感
想

を
ま

と
め

て
、

発
信

し
た

り
（子

育
て

世
代

も
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
さ

れ
て

い
る

の
で

）、
そ

の
辺

の
つ

な
が

り
を

作
っ

て
い

く
取

り
組

み
を

さ
れ

る
と

さ
ら

に
発

展
し

て
い

く
と

期
待

し
ま

す
。
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名
前

申
請

者
へ

の
コ

メ
ン

ト

市
民

講
師

６

シ
ー

ト
が

「仮
」で

あ
る

た
め

、
ま

だ
十

分
に

記
載

さ
れ

て
い

な
い

よ
う

の
思

わ
れ

ま
す

。

こ
の

講
座

の
魅

力
は

、
ス

ク
ー

リ
ン

グ
へ

の
参

加
者

の
数

で
分

か
り

ま
す

。
し

か
し

、
「評

価
す

る
側

」が
そ

の
側

面
を

知
ら

な
い

と
分

か
り

ま
せ

ん
。

地
域

で
活

か
す

講
座

と
し

て
、

そ
の

効
果

を
明

記
し

て
下

さ
い

。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

身
に

つ
け

る
必

要
性

、
多

様
な

バ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
で

の
取

り
組

み
は

プ
ロ

意
識

を
感

じ
ま

し
た

。
ま

た
、

新
春

旬
食

女
子

会
な

ど
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

に
も

着
手

し
て

お
ら

れ
る

こ
と

が
評

価
で

き
ま

す
。

写
真

の
添

付
が

な
か

っ
た

の
で

、
総

合
評

価
で

は
１

点
マ

イ
ナ

ス
し

ま
し

た
。

市
民

講
師

７

テ
ー

マ
（ビ

ジ
ョ

ン
）を

個
人

的
な

目
標

か
ら

市
民

的
な

目
標

に
置

き
換

え
る

と
、

計
画

が
広

が
り

と
具

体
性

を
持

つ
よ

う
に

な
る

と
思

わ
れ

ま
す

。

長
期

の
目

標
設

定
は

明
確

。
地

域
活

動
と

し
て

、
「ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る

」た
め

に
も

、
現

に
開

い
て

い
る

IC
T
を

活
用

し
た

講
座

（
活

動
）を

明
記

し
て

下
さ

い
。

「
想

い
を

形
に

」さ
れ

て
い

く
プ

ロ
セ

ス
段

階
で

あ
る

と
認

識
し

ま
し

た
。

ご
本

人
の

想
い

は
感

じ
ら

れ
ま

す
が

、
今

後
ど

の
よ

う
に

人
を

巻
き

込
み

社
会

に
対

し
て

発
信

し
て

い
く
の

か
と

い
う

部
分

に
工

夫
が

必
要

だ
と

思
い

ま
す

。
具

体
的

な
「講

座
」や

「ア
ク

シ
ョ

ン
」
に

つ
な

が
っ

て
い

く
こ

と
を

期
待

し
て

い
ま

す
。

市
民

講
師

８

活
動

の
様

子
は

、
具

体
的

に
よ

く
分

か
り

ま
し

た
。

○
○

さ
ん

自
身

が
記

載
し

て
い

る
よ

う
に

、
受

講
者

の
反

応
や

学
習

の
効

果
を

確
認

す
る

の
は

、
な

か
な

か
困

難
で

す
。

一
定

の
期

間
、

受
講

者
と

の
つ

な
が

り
を

継
続

し
て

、
反

応
を

確
認

す
る

必
要

が
あ

り
そ

う
で

す
。

今
回

の
趣

旨
を

簡
便

に
良

く
と

ら
え

て
い

る
。

ま
た

、
ニ

ー
ズ

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
も

的
を

得
て

い
る

。
更

に
こ

れ
を

発
展

さ
せ

て
、

講
師

と
受

講
者

が
、

地
域

社
会

へ
の

参
画

に
活

か
せ

る
工

夫
を

期
待

し
ま

す
。

問
題

意
識

、
自

分
の

や
る

べ
き

こ
と

等
、

整
理

さ
れ

た
中

で
活

動
さ

れ
て

い
る

と
感

じ
ま

し
た

。
講

座
も

工
夫

を
凝

ら
せ

て
取

り
組

ま
れ

て
い

ま
す

し
、

今
後

は
受

講
者

の
分

析
と

何
ら

か
の

ア
ク

シ
ョ

ン
に

つ
な

げ
て

い
か

れ
る

こ
と

を
期

待
し

て
い

ま
す

。

市
民

講
師

９

「
○

○
」と

い
う

明
確

な
手

が
か

り
が

あ
り

、
単

に
○

○
を

つ
く
る

と
い

う
だ

け
で

な
く
、

生
活

文
化

と
結

び
つ

い
た

奥
行

き
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

地
道

に
長

年
積

み
重

ね
て

き
た

こ
の

○
○

講
座

が
、

受
講

者
の

ニ
ー

ズ
と

マ
ッ

チ
し

て
い

て
、

好
評

を
得

て
い

る
こ

と
は

、
素

晴
ら

し
い

成
果

で
す

。
更

に
、

「
地

域
の

課
題

解
決

」
ま

で
進

め
れ

ば
最

高
だ

と
思

い
ま

す
。

「
○

○
」そ

の
も

の
に

つ
い

て
の

内
容

は
良

く
理

解
で

き
ま

し
た

。
が

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

ど
の

よ
う

に
浸

透
さ

せ
て

い
く
の

か
、

問
題

意
識

と
説

得
力

に
や

や
欠

け
る

感
が

あ
り

ま
す

。
今

後
は

ニ
ー

ズ
の

把
握

と
受

講
者

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く
り

に
一

工
夫

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

し
て

い
ま

す
。
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資料７ 関係機関アンケート結果 

その他の
点やご意
見や課題
などござい
ましたらお
聞かせく
ださい。

・ティーチング・ポートフォリオが、どのような効果があったかは、市民講師自身に聞くのが一
番である。
・今回の講座の企画案で、実際に講座を運営してのティーチングポートフォリオがあれば、よ
り具体の効果が明らかになる。

問1．今年度の講座・サークルの企画にあたり、市民講師にはこれまでを振り返り、良かった点や見直す
点を整理し、今年度の企画に反映していただくため、チェックシートやワークシート、講座設計書、講座企
画書を作成していただきました。
また、今後の開催期間中は、主な状況を記録し、当初の企画段階の検討と照らし合わせ、必要に応じて
参加者への対応や、開催内容の見直しを行うことに役立てることができるようにしました。
このような「ティーチング・ポートフォリオ」の活用について、どのような効果や可能性を感じられたでしょ
うか。あてはまる項目を選んでください。（複数可）

0 1 2 3

講座・サークルの質の向上

市民講師の質の向上

事務局による講座・サークルの企画段階からの内容

把握、サポートの充実

事務局による講座・サークルの開講中の状況把握、

サポートの充実

人
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その他の
点やご意
見や課題
などござい
ましたらお
聞かせく
ださい。

・様々な能力や経験を有する方を発掘できるという点では評価できるが、PRシートの内容が
もう少し具体の活動が見えるよう、活動の様子の映像表現や受講者の声などがあってもい
いのではないか。

0 1 2 3

より詳しい学習成果を知ることで、多様な成

果を持った人材がいることが分かった

講座・サークルの開催を通じて、学習成果を

多様に生かそうとする人材の存在を知ること

ができた

自己PRシートを通じて地域人材を知ることで、

対面による人材の把握ができなくても、それ

に近づける人材の把握ができた

様々な視点での評価により、多様な視点での

評価を共有して地域人材の可能性を見つけ

ることに役立った

人

問2．市民講師の活動の成果や目標、役立て方、その取り組みについてま

とめていただき、講座企画の４点シートを加えてショーケースとして皆さん

に評価していただきました。このように市民講師に成果や目標を示させせ

ることで、地域の多様な人材の育成や顕在化に、どのような効果や可能性

を感じられたでしょうか。あてはまる項目を選んでください。（複数可）
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その他の
点やご意
見や課題
などござい
ましたらお
聞かせく
ださい。

・個々の社会教育機関が、それぞれの地域活動の中で、これらの地域人材を活かす活動を
展開するかが重要。

問3．富山県教育委員会、県民カレッジ、公民館連合会、大学など、教育・学習支援関係者から、講座・
サークルの開催内容や、自身の取り組みが評価され、地域で活躍する市民講師として認定をいただき
ました。認定された方は、地域eパスポートホームページや富山県民生涯学習カレッジの人材データベー
スに登録され、教育・学習支援機関に広く知っていただく機会としました。これにより公民館などの地域
の社会教育機関などの事業の中で、活動に加わる機会が広がることも予想されます。
この地域人材の認定について、このあとどのようなことに期待できるのか、あてはまる項目を選んでくだ
さい。（複数可）

0 1 2 3

認定したことが情報共有されることにより、関係機

関が連携して活動の機会づくりの可能性が広がっ

た

富山県公民館連合会、富山県県民生涯学習カレッ

ジなどの社会教育機関が自機関の事業を実施す

る際に、地域人材の協力を求める可能性が広がっ

た

市民講師が目指す活動への協力を考えることがで

きた

評価に関わった機関で共通の理解ができた

人
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その他の
点やご意
見や課題
などござい
ましたらお
聞かせく
ださい。

・個々の社会教育機関が、それぞれの地域活動の中で、これらの地域人材を活かす活動を
展開するかが重要。

0 1 2 3

足切りではなく多様性を重視した評価基準

ジョブカードや就職エントリーシートなどの既存

の社会的運用モデルとの連携

公的な認定・運営機関の設立

地域eパスポート番号の他の社会的認証モデ

ルとの連携

人

問4．今回の取り組みにより、自地域での認知、通用性を高めるために有効

なもの、また可能性を感じる項目を選んでください。（複数可）
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その他の
点やご意
見や課題
などござい
ましたらお
聞かせく
ださい。

・人材発掘の仕組みとして、教育機関が連携して推進していくための事務局が必要になる。

0 1 2 3

サポートスタッフの充実

容易に構築・活用できる運用システム基盤

運用モデルのマニュアル化

評価、認定体制づくりのための社会教育機関

同士の連携

人

問5．普及のための運用モデル実証を富山で実施してきましたが、これを

他の地域で実施する場合に、有効なもの、また可能性を感じる項目を選ん

でください。（複数可）
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資料８ 市民講師アンケート結果 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

これまで開催してきた講座・サークルの成果を再

確認することに役立った

これまで開催してきた講座・サークルの問題点を

明らかにすることに役立った

これまで開催してきた講座・サークルをさらに良く

するための改善点を検討することに役立った

振り返りのために、これまでの開催の企画や開催

状況に関する記録の必要性をより感じた

これから開催する講座・サークルのテーマを検討

することに役立てた

これから開催する講座・サークルの対象者を検討

することに役立てた

これから開催する講座・サークルの進め方を検討

することに役立てた

これから開催する講座・サークルの参加者の達成

度を検討することに役立てた

これから開催する講座・サークルによる自身の達

成度を検討することに役立てた

人

問1．今年度の講座・サークルの企画にあたり、これまでを振り返り、

良かった点や見直す点を整理し、今年度の企画に反映していただくた

め、チェックシートやワークシート、講座設計書、講座企画書をご用意

しました。これらを利用して、どのような効果や可能性を感じられたで

しょうか。あてはまる項目を選んでください。（複数可）
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

講座・サークルが計画どおり進めることが

できるよう、進行管理に活用できる

受講者、参加者の理解度、満足度を把握

し、当初の計画との差異があれば、進め

方や内容に問題がないか自己分析するこ

とに活用できる

講座・サークルの進行状態を事務局にも

把握してもらうことで、相談やサポートを期

待できる

講座･サークルの終了後に、振り返って自

己評価する際の記録として役立てる

講座・サークルの開催を通じて、自身の達

成度や身に付いたこと、年々の変化など

を自己評価することに役立てる

人

問2．企画段階で活用いただいたチェックシート、ワークシート、講座

設計書、企画書は、「マイ・ポートフォリオ」機能によってファイリングし

ていただきました。また、今後の開催期間中は、主な状況を記録し、

当初の企画段階の検討と照らし合わせ、必要に応じて参加者への対

応や、開催内容の見直しを行うことに役立てることができるようにしま

した。このような「ティーチング・ポートフォリオ」の活用について、どの

ような活用を期待し可能性を感じられますか。あてはまる項目を選ん

でください。（複数可）
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

自分自身の成果、プロフィールを整理する

ことができた

自分自身へのプラス要素が発見、認識で

きた

自分自身の内側を見つめる機会になった

これからの講師活動を通じて達成したい

目標が明確になった

これまでの講座の進め方での課題、これ

からの進め方で配慮する点が明確になっ

た

講座のアピールポイントを整理することが

できた

人

問3．講座企画におけるティーティングポートフォリオの活用に加え

て、市民講師として自己PRシートに講師活動の目標や成果、進め

方、アピールをまとめていただきました。これはプロフィールシートと

いう形で講座開講時に講師情報として公開されます。この自己PR
シートの作成において、どのような効果があったのか、あてはまる項

目を選んでください。（複数可）
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

講座情報としての訴求力

講座に取り組む姿勢

人

問5．自己PRシートはプロフィールシートとして講座紹介ページに掲載

されます。これについてどのような効果を期待しますか、あてはまる

項目を選んでください。（複数可）
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